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論 文 内 容 の 要 旨
動物の内因性,外因性生体活性物質の代謝は,肝が中心的役割を演じている｡外因性活性物質の代表で
ある薬物の肝-の摂取には,肝上靖 (S)分画の結合蛋白が,又肝内の薬物代謝にはミクロソーム (M)分







バルビツール酸誘導体として フェノバルビタール (PB),N-フェニルバルビツレート3種 (5位側鎖
(C2H5)2を NPBI,同 H(C4H9) を NPBII, 同 H(C2H5) を NPBIIIと呼ぶ),N-サイクp-キシル







は PB群で増加,NCBI群で減少 ;CP450量は PB群,NPBI群で増加,NCBII群で減少 ;Cb5量は
PB群で増加,NCBII群で減少 ;AH活性は PB,NCBIII群で増加 ;AD活性は PB群で増加,NPBII,
NPBIII,NCBII各群で減少した｡S分画のリガンディソの BSP結合能は PB,NPBI,NCBII各群で
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
胆汁色素代謝異常症に対するPhenobarbital(PB)の黄痘軽減作用が,肝のGlucurontltrasferase(GT)
活性の誘導によるという知見に立脚し,薬物による肝酵素および蛋白合成の誘導に関する知見 を得 るた







の可能性を明らかにした｡ また黄痘軽減の作用機序として PI∋およびその誘導体に GT活性誘導が主因
となる他,ビリルビン･アルブミン結合の解離作用による機序も存在することを明らかにした｡
以上本研究は消化器病学の診療に資する所が大である｡
よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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